
市川市よりそい支援事業
（重層的支援体制整備事業）

市川市 福祉部 地域共生課
令和 5年12月28日



市川市の概要

本市は、千葉県の北西部に位置
し、東京都心から約20km圏内にほ
ぼ市全域が含まれ、西は江戸川を
隔て東京都に相対し、北は松戸市、
東は船橋市と鎌ケ谷市、南は浦安
市及び東京湾に隣接しています。

令和5年11月30日現在

人口 493,021 人
世帯数 253,220 世帯
面積 56.39 ㎡

高齢化率 21.5 ％



重層的支援体制整備事業 実施までの経緯

時期 内容 説明

平成30年8月 相談支援包括化推進会議の設置 包括的・総合的な相談支援体制を構築す
るために分野を横断する会議体を設置。

令和3年3月 第4期地域福祉計画の見直し
相談支援包括化推進会議の検討結果や重
層的支援体制整備事業の創設を受け、令
和5年度に重層的支援体制整備事業を実施
する旨を記載。

令和５年４月
福祉部組織再編
地域共生課を新設

地域共生社会の実現に向け、重層的支援
体制整備事業を推進するため、地域共生
課を新設。

令和５年６月
重層的支援体制整備事業実施計画
の策定

社会福祉審議会や地区推進会議にて意見
を聴取し、策定。

平成５年７月
市川市よりそい支援事業（重層的
支援体制整備事業）の開始
福祉よりそい相談窓口の開設

本市では「市川市よりそい支援事業」と
称し、重層的支援体制整備事業を開始。

制度の狭間や複雑化・複合化した課題に
対応するための窓口を開設。



令和5年度における庁内の支援体制

保健部 保健センター健康支援課

生活支援課

市営住宅課

地域福祉計画・重層的支援体制整備事業実施計画
重層的支援体制整備事業交付金の取りまとめ福祉部 地域共生課 企画グループ

障がい者施設課

介護保険課

地域包括支援課

障がい者支援課

※重層的支援体制整備事業の推進や総合調整役を担う福祉部の組織体制に加え、重層的支援体制整備事業を構成する各事業の所管課を示したものです。

総合調整グループ
生活困窮者自立相談支援事業
多機関協働事業・福祉よりそい相談窓口
アウトリーチ等を通じた継続的支援事業・参加支援事業

地域活動支援センター機能強化事業

地域づくりグループ 生活困窮者支援等のための地域づくり事業

地域包括支援センターの運営・地域介護予防活動支援事業・生活支援体制整備事業

障害者相談支援事業

利用者支援事業

地域子育て支援拠点事業 利用者支援事業・ こども施設入園課こども部 こども家庭支援課

推進・総合調整
重層的支援体制整備事業の

令和5年7月から実施



孤立させないための
方法の相談

(重層的支援会議）

市川市よりそい支援事業（重層的支援体制整備事業）の全体像

相談支援包括化推進会議
【高齢者】

高齢者サポートセンター

地域づくりに向けた支援

【複雑化・複合化】
福祉よりそい相談窓口

・がじゅまる+

【制度の狭間】
福祉よりそい相談窓口

・がじゅまる+
（多機関協働）

【支援が届かない人へアウトリーチ】
がじゅまる＋

【既存福祉サービスでは困難な人への参加支援】
がじゅまる＋

【全世代】
コミュニティソーシャルワーカー(CSW)

【こども】
子育てナビ

母子保健相談窓口 【障がい者】
基幹相談支援センターえくる

【生活困窮者】
生活サポートセンターそら

【高齢者】
市川市みんなで体操

生活支援コーディネーター

【こども】
子育て支援センター

親子つどいの広場・こども館
【障がい者】

身体障がい者福祉センター

【生活困窮者等】
地域ケア拠点

参加支援

相談支援

困っている人を発見・伝達
（支援会議）

居場所等の開拓依頼

資源開拓等の協力依頼 困っている人を発見・伝達
（支援会議）

支援ニーズの把握



市川市よりそい支援事業 実施体制



参加支援の実例
がじゅまる＋

フリースペース たき火
たき火

●活動内容
・月2回、フリースペースを開催。
・相談者も準備や計画段階から携わり、
それぞれが役割を担うことで、より参加感
や達成感を高める。

相談者の中には支援者以外と
接する機会が乏しい人がいる。

がじゅまる＋において企画・検討

実施事業
・多機関協働事業
・アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
・参加支援事業

制度の狭間や複雑化・複合化し
た課題を抱える相談者を支援す
る中で、そういった人が参加する
居場所がない。。。

相談者のニーズ
「自身の気持ちを知ってほしい。」

相談者のニーズ
「自宅以外での居場所がほしい。」

相談者のニーズ
「同じ境遇の人の話を聞きたい。」

フリースペースを作ろう！

包括的相談支援事業者など

依頼

●対象者
・関係機関が支援しており、支援者の付き添いがあれば参加できるかた
・特に就労の一歩目を踏み出すまでに、意識的なハードルの高さを感じているかた
●目的
・社会的孤立の解消。
・人との関わりを意図的に作り出すことにより、社会的な接点や就労に対して自ら求め動けるようになるため
の一助になること。
・支援者にとっては、参加者のいつもと違う一面を見ることで固着した関係性を見直すきっかけとなること。

コンセプト

支援者の付き添い

CSW



地域づくりに向けた支援（新たな居場所の創出）

地域資源の把握
協力依頼

飲食店とのマッチング

地域のニーズ・生活課題

こども食堂ネットワーク会議

地域の社会資源

CSWCSW

こども食堂＆地域食堂

開催場所の提供
学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる学習支援

検討を踏まえ、地域資源を活用した
多世代の新たな交流・つながりの場を創出

情報提供
活動支援 地域資源の把握

協力依頼

高サポ

特養には地域に
提供できるスペースがある！

フードバンク事業で
関わりのある大学がある！

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体
NPO法人

CSW

いつも出席している会議で
支援者を募ろう！

地区社協

自治
(町)会民生委員

児童委員

社協

行政

地域住民による学習支援

高齢者クラブ

地域学校協働
活動推進員

商店会
福祉施設

地域ケアシステム推進連絡会（14地区ごとに設置）
（地区社協が中心となる地域のプラットホーム）

情報提供
活動支援

不登校の
児童・生徒が
増えている。。。

民生委員児童委員協議会 地区社会福祉協議会

不登校の子も
集えるような
こども食堂を
作りたい！


